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　この方法tf　t，一見して各群の清長が知れうから（粗封薮の算出は勿論するが）相當良法
である・同時に概略位置か圖示（別紙）して概げば素人の槻測Sしては大盟漏足に近い報告
であろ．猫ぽこの雪気は各自の附號であって，一群毎に番號な附し，新生毎に其の下に線
た引いて｛卜い†こ方が，黒黙数字ご混同しないからよい．一日毎に門番號fteかへるのは良く
79V’．其の揚合には後から新群か別に藪へろ必要があり，從って誤る率も多い．こうして
置けば各月，各年の薪月数は，前年分（萌月分）な引けばすく’に出て來うし，観測しず二群や
籔の累計鍛に毎回の計算から一ケ年分でも十ケ年分でも直ぐに出て來ろ．猜ぽ此の場合稀
ではあるが，前月西浸し7二ものが再び東端に出現ずる様な壽命の長い大黒鮎の在る事であ
ろ．現在ではこの場合も新しい番勢昆な附して居る．故に必ずしも絶封的に新群このみは云
ヘナよいが，其の様なのは極あて稀であろから備考欄に記入して｛殴けばいいだらう．叉最初
二一であっf：　tのが，中央邊で一群になつれり，聖日の逆に見へ7こりすろ様な場合は，一
旦決定け二四一L始めのま・に從って肥くのが良く，稀には前者の場合には最初に戻って，
一群抽表から抹｝11∫する場ftもあろが，この時には其後出現しれ群の番號な改新すうか，一
別し7二口番號たrハツキリ認入して握かねばたらない．蓮に一孤》／／一が同仁に分れて見へて來t；
揚合は，鍛伽撚なスケッチがテよい限り，以前に遡って分群する事は危瞼である．
　以上の方法ばBunatinにも探用じ（來t：．然し不足は3）る．第一一燃黙詳の清長が数宇
でのみ表現されて1胸，軍に数字だけで其の讐の眞の大小が判定出來ヵ：VS．又出現の東西
の位置は概略推測出船うが，南北の緯度の方lt表のみからでに解らない．だから大髄緯度
に三って，中央fte　O　rl附近に，外側（北は左，南ば右）を高緯度こして，山群か祀幽すれば
良いが，同じ位の緯度に澤山出現しtこ開合には困る．事實、今年の如き最盛期では充分に
この方法は利用出來ないのであろ．（つYく）　　　　　　　　　　　（木邊記）
